
埼
玉
県
鳩
山
町
議
会
発
行

埼
玉
県
鳩
山
町
議
会
発
行

は
と
や
ま

は
と
や
ま

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

No
.1
5
7

2
0
2
2
.8
.1
発
行

今
も
、こ

れ
か
ら
も
忘
れ
な
い
！

今
も
、こ

れ
か
ら
も
忘
れ
な
い
！

福
島
へ
の
想
い
を

福
島
へ
の
想
い
を

笑
顔
が
輝
い
て
い
る
ね
！
　
鳩
山
高
校
 生
徒
会
本
部
役
員
の
皆
さ
ん
　（
取
材
記
事
は
Ｐ
１
６
）

６
月

定
例

会
報
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６
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（
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で
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（
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）
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5

0
万

円
で

売
却
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告
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臨

時
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告

　
定
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会
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告
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臨

時
会

報
告
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町

政
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問
う
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般
質

問
全

議
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が
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問
　

町
政
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問

う
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質
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ー
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ア

ッ
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専
決
処
分
「
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）」

財
産
処
分（　

旬
の
花
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
の
支
給
条
例
の

一
部
改
正

こ
ど
も
医
療
費
18
歳

ま
で
無
料
化
へ
条
例
の

一
部
改
正

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
、

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
支
給

事
業
。

問　

な
ぜ
専
決
処
分
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

答　

国
の
方
針
が
５
月
末
か

ら
の
支
給
で
あ
り
、
議
会
終

了
後
で
は
間
に
合
わ
な
い
た

め
専
決
処
分
が
必
要
。

問　

対
象
世
帯
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答　

令
和
４
年
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
３
２
０
世
帯
、

未
申
告
世
帯
が
30
世
帯
、
家

計
急
変
世
帯
50
世
帯
の
合
計

４
０
０
世
帯
と
見
込
ん
で
い

る
。

問　

売
却
後
、
現
存
の
建
物

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
す
る
事
業
費
を

は
じ
め
と
し
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
５
１
１
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
59
億
６

５
０
万
８
千
円
と
し
た
補
正

予
算
。

問　

若
者
生
活
支
援
特
別
給

付
金
支
給
の
内
容
は
。

答　

基
準
日
に
住
民
登
録
の

あ
る
若
者
、
16
歳
か
ら
22
歳

に
無
条
件
で
、
ひ
と
り
３
万

円
を
申
し
込
み
制
で
支
給
。

　

給
付
日
程
は
、
他
の
支
援

事
業
も
多
数
あ
り
、
順
次
実

施
す
る
予
定
で
、
具
体
的
に

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
事

業
費
の
会
計
年
度
任
用
職
員

問　

対
象
者
は
何
人
い
る
か
。

答　

令
和
３
年
度
時
点
で
児

童
29
人
、
扶
養
者
68
人
、
合

計
97
人
で
あ
る
。

問　

18
歳
の
規
定
に
つ
い
て

具
体
的
に
。

第２回
定例会

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
７
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、
財
産

の
処
分
に
関
す
る
も
の
１
件
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
４
年
度
一

般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
人
事
案
件

に
関
す
る
も
の
２
件
の
合
計
10
議
案
で
、
全
議
案
と
も
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
適
任
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
に
向
け
た
国
会
審
議
推
進
を
求
め
る
意

見
書
」
が
発
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

公有財産利活用町民検討員会答申後公有財産利活用町民検討員会答申後初！！初！！

特産品販売施設特産品販売施設「「(旧)旬の花」(旧)旬の花」

2,6502,650万円で売却万円で売却

こども医療費無料こども医療費無料
18歳まで拡大！18歳まで拡大！

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

介
護
事
業
を
営
む
会
社

が
購
入
。
改
修
し
て
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
考
え
て
い
る
。

答　

18
歳
の
誕
生
日
後
の
年

度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で
。

（旧）

答 答

問問

問

問 問

問

問 答答

答 答

はとやま議会だよりNo.157　23　はとやま議会だよりNo.157



問　

夫
婦
の
間
に
子
ど
も
が

出
生
し
た
場
合
、
出
生
届
は

ど
ち
ら
の
氏
に
決
め
る
の
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
提
出

す
る
の
か
。

答　

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
段

階
に
お
い
て
、
話
し
合
い
が

十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

問　

別
姓
を
容
認
す
る
こ
と

と
旧
姓
を
使
っ
た
状
態
で
業

務
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
と

の
違
い
は
ど
こ
か
。

答　

通
称
を
使
っ
て
い
る
方

も
実
際
的
に
い
る
が
、
住
民

票
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
国
際
航

空
券
・
運
転
免
許
証
・
健
康

保
険
証
の
運
用
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
省
庁
が
旧

姓
併
記
を
認
め
る
の
は
困
難

と
回
答
し
て
い
る
。

の
報
酬
支
出
、
３
１
８
万
５

千
円
の
仕
事
内
容
は
。

答　

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
、

受
付
期
間
の
窓
口
混
雑
の
緩

和
を
図
る
。

問　

直
近
の
交
付
件
数
及
び

交
付
率
は
。

答　

令
和
３
年
度
１
５
９
７

件
、
令
和
４
年
度
６
月
時
点

39
％
。

問　

町
外
に
通
う
小
中
学
校

の
児
童
、
生
徒
の
給
食
費
負

担
は
。

答　

児
童
５
人
、
生
徒
13
人

に
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
と

同
様
な
額
を
来
年
３
月
ま
で

支
給
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｐ
４
を
参
照

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
図
ろ
う
と
す
る
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
は
反
対
。

今
後
、
医
療
の
現
場
か
ら
も

反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
る

現
行
の
健
康
保
険
証
を
原
則

廃
止
と
い
う
流
れ
は
、
非
常

に
危
惧
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
々
へ
の
支
援
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
賛
成

す
る
。�

（
野
田
）

　

つ
ら
い
思
い
や
社
会
的
不

利
益
な
状
況
に
あ
っ
た
と
し

て
も
、
選
択
が
で
き
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
問
題
。

　

政
府
は
旧
姓
の
通
称
使
用

の
拡
大
の
取
り
組
み
を
進
め

〈
賛
成
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

　

通
称
使
用
を
も
う
少
し
緩

和
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
が
、
固
有
の
姓
を
名
の

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
解
決

で
き
る
。

※　

答
弁
は
、
意
見
書
提
出

者
の
野
田
議
員

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
は
、
家
族
の
あ
り
方
に

深
く
係
わ
り
、「
戸
籍
法
」「
民

法
」
の
改
正
を
必
要
と
し
、

さ
ら
に
子
ど
も
へ
の
影
響
が

非
常
に
心
配
だ
。
現
状
で
は
、

夫
婦
・
親
子
同
姓
の
戸
籍
制

度
を
堅
持
し
つ
つ
、
婚
姻
前

の
氏
の
通
称
使
用
を
周
知
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的

で
あ
る
と
考
え
る
。
夫
婦
別

姓
制
度
の
導
入
に
は
慎
重
な

検
討
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
、

現
段
階
で
は
意
見
書
の
提
出

に
反
対
す
る
。�

（
森
）

〈
反
対
討
論
〉

て
い
る
が
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム

を
使
い
分
け
る
負
担
や
管
理

コ
ス
ト
等
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

自
己
同
一
性
を
喪
失
す
る

苦
痛
の
根
本
的
な
解
決
策
に

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
海
外

で
は
通
用
し
な
い
。�（
中
山
）

　

夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
は
、

既
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
が
、
国
と
し
て
管
理

す
る
上
で
は
、
従
来
の
戸
籍

制
度
と
は
別
に
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
が
、
必
要
に
な
る
な

ど
、
難
し
い
課
題
が
多
い
。

　

こ
の
是
非
に
つ
い
て
、
政

府
が
前
向
き
に
研
究
し
、
議

論
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ

と
な
の
で
、
当
意
見
書
に
賛

成
す
る
。�

（
関
根
）

　

夫
婦
同
姓
の
強
制
は
戦
前

の
家
制
度
の
名
残
だ
と
思
う
。

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
は
、
男

女
平
等
を
意
識
で
き
る
。

　

テ
レ
ビ
等
の
報
道
で
は
、

結
婚
に
伴
う
改
姓
に
よ
っ
て
、

社
会
的
不
利
益
や
不
都
合
な

ど
面
倒
だ
と
い
う
事
例
が
あ

る
。�

（
根
岸
）

　2017年の内閣府「家族の法制に関する世論調査」では、選択的夫婦別姓制度の導入に66.9%の国民が
賛成・容認と答え、特に平均婚姻年齢の30代においては84.4%にも及んだ。
　夫婦が望む場合には、結婚後も夫婦がそれぞれ結婚前の姓を称することを認める選択的夫婦別姓制度の
導入に関し、1996年２月に法制審議会が民法改正を答申してから26年が経過している。近年、結婚前の
姓で社会的信用や実績などを築く期間が長くなっていることから、結婚に伴う改姓により社会的不利益・
不都合や精神的苦痛を被る事例が更に増加している。
　2018年３月の衆議院法務委員会において、夫婦同姓制を採用している国は日本以外にはない旨、また
2021年４月の同委員会において、法務大臣が、仮に選択的夫婦別姓制度が導入された場合でも、戸籍の
機能や重要性は変わらない旨を答弁している。
　最高裁判所では夫婦の氏についての制度の在り方について、「国会で論ぜられ、判断されるべき事柄に
ほかならない」と示している。
　国においては、女性の社会進出を一層図るためにも、国民の価値観の多様化及びこれを反映した世論の
動向等に鑑み、選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議を推進するよう強く要望する。

選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進に向けた意見書選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進に向けた意見書
賛成多数で可決

＜要旨＞

問

問問

問 答

答答

答 答

はとやま議会だよりNo.157　23　はとやま議会だよりNo.157



コミュニティ・マルシェ

専
決
処
分
の
承
認

（
税
条
例
の
改
正
）

一
般
会
計
補
正
予

算
第
１
号

　

固
定
資
産
税
に
関
し
て
、

河
川
浸
水
に
よ
る
貯
留
機
能

保
全
区
域
の
指
定
を
受
け
た

土
地
は
、
課
税
標
準
額
を
４

分
の
３
と
す
る
規
定
を
新
設
。

　

省
エ
ネ
改
修
住
宅
に
も
減

額
措
置
を
行
う
な
ど
の
改
正
。

　

令
和
３
年
12
月
末
に
、
国

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
交
付
金
の
限
度
額

が
示
さ
れ
た
が
、
年
度
末
で

事
業
執
行
が
困
難
で
あ
り
、

次
年
度
へ
の
予
算
繰
り
越
し

手
続
き
を
国
に
対
し
行
い
、

令
和
４
年
度
に
町
独
自
の
対

策
と
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
必

要
な
経
費
８
９
９
９
万
円
を

追
加
し
、
総
額
57
億
６
７
９

９
万
円
と
す
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
マ
ル

シ
ェ
空
調
機
改
修
工
事
の
主

な
工
事
の
内
容
は
。

答　

全
体
面
積
は
８
０
０
㎡
、

旧
西
友
リ
ビ
ン
グ
館
か
ら
使

用
し
て
い
る
空
調
機
で
あ
り
、

過
去
に
も
繰
り
返
し
修
繕
を

し
て
き
た
。
今
回
、
天
井
埋

め
込
み
型
空
調
機
３
台
の
設

置
、
並
び
に
除
菌
機
能
付
き

の
配
管
工
事
等
の
費
用
が
必

要
に
な
る
。

問　

中
小
企
業
者
継
続
応
援

給
付
金
の
申
請
及
び
受
付
期

間
は
。

答　

過
去
の
給
付
決
定
通
知

書
で
申
請
可
能
。
た
だ
し
新

規
の
場
合
は
申
告
書
の
提
出

が
必
要
。

　

ま
た
受
付
期
間
は
８
月
18

日
ま
で
。

問　

中
学
校
の
空
調
機
は
ど

う
す
る
の
か
。

答　

理
科
室
、
視
聴
覚
室
に

各
２
基
、
職
員
室
に
３
基
設

置
す
る
。

・専決処分（税条例一部改正の承認）
・令和４年度鳩山町一般会計補正予算（第１号）
・令和４年度鳩山町水道事業会計補正予算（第１号）
� 以上３議案について審議し、３議案とも全会一致で可決・承認

令和４年第１回臨時会令和４年第１回臨時会　４月４月1515日日

一般会計補正予算（第1号）
＜主な歳出＞

・町内民間路線バス継続支援
� 130万円

・�コミュニテイ・マルシェ空調機の
改修並びに空調機3台の購入費用他
� 673万円

・�ひとり親家庭1人5万円、子育て応
援新生児給付金1人10万円の給付
� 1,105万円

・�JA出荷農業従事者、稲作経営安
定資金特別給付金� 460万円

・中小企業者等事業継続追加応援給付金
� 1,450万円

・中学校特別教室等空調機整備工事
� 642万円

・町内小中学校給食費１学期分の減免
� 1,053万円

水道事業会計主な補正予算
・水道基本料金6月～ 9月分の減免
� 2,524万円

一般会計補正予算（第２号）
５月20日に専決処分　６月議会で承認

一般会計補正予算（第3号）

・�住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金
� 4,000万円
　1世帯当たり10万円

・子育て世帯生活支援特別給付金� 695万円
　児童1人当たり5万円

・�健康管理システム改修（新型コロナウイルスワクチ
ン対応）� 65万円

・町内民間路線バス継続支援　130万円

・学校給食費２・３学期分の減免　1,863万円

・�保育士、幼稚園教諭、放課後児童支援員等の手当
等を３％程度引き上げ　479万円

・若者生活支援特別給付金　2,004万円

　16歳から22歳　１人につき３万円支給

・水道基本料金　来年1月まで減免　2,481万円

・�農業経営継続支援特別給付金　1,149万円

　�農家1戸当たり2万円、農業法人には組合員1人に
つき3000円など

６月議会で可決・承認された補正予算６月議会で可決・承認された補正予算

問

問問

答

答 答
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「私たちは賛成・反対しました」
令和４年第２回定例会 議案

令和４年第１回臨時会 議案

○は賛成　●は反対　議は議長

賛否の分かれた議案（議員提出議案）
関
根
　
清
隆

石
井
　
　
徹

中
山
　
明
美

日
坂
　
和
久

小
鷹
　
房
義

森
　
　
利
夫

松
浪
健
一
郎

小
川
　
唯
一

石
井
　
計
次

根
岸
富
一
郎

野
田
小
百
合

大
賀
　
広
史

審議
結果

選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進を求める意見書案
多くの国民が選択的夫婦別姓制度を望んでいる、昨年、衆院の法務委員
会では、戸籍の機能や重要性は変わらないとし、国会審議を推進するよ
う強く求めた

〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

全員賛成の議案（全て町長提出議案）
専決処分の承認（令和4年度鳩山町一般会計補正予算（第2号））
5月20日専決処分。住民税非課税世帯等に対する臨時給付金などの補正

令和4年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
町国保の傷病手当金の支給に関する県補助金の補正

財産の処分
「旬の花」の処分

令和4年度水道事業会計補正予算（第２号）
水道基本料金の減免と消費税等の誤りを訂正する補正

固定資産評価審査委員会条例の一部改正
行政手続きにおける押印廃止等の見直し

固定資産評価審査委員会委員の選任
戸口勉氏を再任

ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部改正
県内全域でひとり親家庭等の医療費の窓口払いの廃止

固定資産評価審査委員会委員の選任
小峰功氏を新たに選任

こども医療費支給に関する条例の一部改正
県内全域でこども医療費の窓口払いの廃止

人権擁護委員の推薦についての意見
小鷹ゆき江氏が適任かどうか意見を求められた

令和4年度一般会計補正予算（第3号）
学校給食費、水道基本料金、若者生活、農業経営など支援の補正

全員賛成の議案（全て町長提出議案）
専決処分の承認（鳩山町税条例の一部を改正する条例）
住民税非課税世帯等に対する臨時交付金などの補正

令和4年度水道事業会計補正予算（第1号）
水道基本料金の減免に関する補正

令和4年度一般会計補正予算（第1号）
学校給食費、水道基本料金、農業経営など支援の補正

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

　

人
権
擁
護
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
小
鷹

ゆ
き
江
氏（
熊
井
在
住
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
意

見
を
求
め
ら
れ
「
適
任

で
あ
る
」と
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
小
峰
功
氏

（
今
宿
在
住
）の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
戸
口
勉
氏

（
大
橋
在
住
）の
再
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

小
鷹
ゆ
き
江 

氏

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

小
峰
　
　
功 

氏

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

戸
口
　
　
勉 

氏
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議員の 議員の 政務活動費政務活動費  公表します 公表します
議会基本条例に基づいて

　～住民福祉の向上を実現する
� 議会のための条件整備～　

議員報酬・政務活動費の充実を議員報酬・政務活動費の充実を

　5月30日　東京国際フォーラムにおいて、全国
町村議会議長会主催の議長・副議長研修会が開催
されました。
　その中で、大正大学教授の江藤俊昭氏から「町
村議会議員報酬について」の講演がありました。
　地方分権改革、議会改革が進む一方で、投票率
の低下、無投票当選、議員のなり手不足など、住
民自治の危機的事態になっている。
　議員になれない要因としては、地域の高齢化や
厳格な兼業禁止規定。
　議員にならない要因は、議会や議員の魅力が伝
わらない、議員報酬の低さ（条件の悪さ）です。
　議員のなり手不足解消のために、報酬と政務活
動費の充実強化を住民の皆さんと共に考えよう。
　政務活動費は監視・政策提言力を高める重要な
条件であることを認識しようという内容でした。

　まずは議会や議員活動を皆さんにお知らせする
ことが、必要なことだと痛感しました。
　今回、議会基本条例に基づき、政務活動費を公
表します。
　政務活動費は、報道でも不正使用などで取り上
げられることもありますが、全国町村議会の令和
元年実態調査では、
都道府県議会：�全ての議会で交付、平均月額
　　　　　　　34万7,255円。
市 議 会：88%の議会で交付、4万1,373円（月額）
町村議会：21％の議会で交付、9,426円（月額）
鳩 山 町：2,500円（月額）
　どのように皆さんは思われますか。
　将来の議員を確保し、住民自治をすすめるため
に報酬も政務活動費も大切な要件です。
　いろいろな立場の多様な人が参画するからこ
そ、町政に対してきちんとチェックでき、提言す
ることができます。
　魅力ある議会を住民の皆さんと共に作り上げ、
もっと幸せなまちづくりをすすめるために議会が
どうあるべきか、様々な条件整備も含めて考えて
いきたいと思います。� 　（野田）

政務活動費収支報告（令和３年４月～令和４年３月）　（単位：円）

氏　名 交付額
支出額

差引残額
調査研究費 研修費 広報•広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務費

関根　清隆 30,000 51,521 0

石井　　徹 30,000 44,000 0

日坂　和久 30,000 30,203 0

小鷹　房義 30,000 31,476 0

森　　利夫 30,000 35,750 0

松浪健一郎 30,000 34,718 0

小川　唯一 30,000 36,529 0

石井　計次 30,000 13,486 7,187 9,327

根岸富一郎 30,000 36,452 0

大賀　広史 30,000 39,127 0

※２人の議員は交付申請していません。

　議員が町政の課題及び町民の意思を把握し、町政に反映させ
る活動、その他の住民福祉の増進を図るために必要な活動に要
する経費に対して交付されます。
　交付額は、議員１人あたり月額2,500円です。

政務活動費ってなに？政務活動費ってなに？
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関根清隆　議員
１　コロナ禍後の高齢者福祉について

大賀広史　議員
１　�子育て支援（こども医療拡大・ファミリー
サポート事業）

２　管理職職員の退職に伴う議会への要望の件

森　利夫　議員
１　町職員の職場環境等について
２　仮宿地域の企業誘致の方針について
３　北部地域活性化事業と地元対策事業について

日坂　和久　議員
１　災害時受援体制の整備について
２　�生活ニーズに応じた交通体制（デマンドタ
クシーを含む）の確立について

石井　徹　議員
１　�鳩山ニュータウン建築協定の現状と今後の
進め方について

２　新たな大豆の特産品としての活用について

中山　明美　議員
１　�男性トイレ個室にサニタリーボックスの設
置を

２　ヤングケアラーの支援
３　�自動販売機リサイクルボックス内の異物混
入を減らし、リサイクル促進へ

小鷹　房義　議員
１　20代の転居指向について
２　デジタル図書館の導入について
３　食農教育について

小川　唯一　議員
１　どうなってるの？これって変ではないですか？
２　農業集落排水事業

野田小百合　議員
１　�子どもへのコロナワクチン接種（５～ 11歳）
について

２　学校給食について
３　ニュータウンのリニューアルについて

松浪健一郎　議員
１　�議員から見て、予算の無駄もしくは減額で
きる事案がみられる。 内容の詳細を伺う

根岸富一郎　議員
１　�みなし道路（建築基準法第42条第２項道路）
の負担について

２　学校給食費値上げについて
３　動物愛護条例について
４　町のヤングケアラーについて

石井計次　議員
１　公園整備等について
２　マイナ保険証について
３　公有財産利活用について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　全議員が質問

町政を問う町政を問う!!
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

幸
福
度
１
位
の

職
場
環
境
へ
！

幸
福
度
No.1
に
ふ
さ
わ
し
い
高
齢

者
福
祉
が
で
き
て
い
る
の
か
！

大
賀
　
広
史 

議
員

関
根
　
清
隆 

議
員

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
で
き

な
か
っ
た
高
齢
者
の
体
力
低

下
が
心
配
だ
。
健
康
体
操
は

始
め
て
い
る
の
か
。

答　

５
月
の
３
週
目
か
ら
４

会
場
で
開
始
し
て
い
る
。
他

者
と
の
距
離
確
保
の
た
め
、

定
員
を
設
け
て
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
実
施
形
態
で
再
開
し

て
い
る
。

問　

健
康
体
操
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
っ
て
配
布
す
れ
ば
、
誰
で

も
自
宅
で
で
き
、
健
康
体
操

の
す
そ
野
を
広
げ
ら
れ
る
が
。

答　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
令
和
２
年
に

作
成
し
、
ま
だ
残
数
が
あ
り

希
望
者
へ
提
供
で
き
る
。

問　

高
齢
者
が
運
転
免
許
証

返
納
後
、
出
か
け
る
上
で
は

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー(

は
と

タ
ク)

が
頼
り
と
な
る
。
今

後
の
需
要
拡
大
に
向
け
て
、

ど
こ
ま
で
対
応
可
能
か
。

答　

４
月
か
ら
４
台
体
制
で

運
行
し
て
お
り
、
十
分
余
裕

が
あ
る
。
循
環
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
る
の
で
、
今
後
、
需
要

が
増
え
て
も
財
政
的
に
５
台

体
制
が
可
能
。

問　

埼
玉
医
大
だ
け
で
な
く

他
自
治
体
の
病
院
へ
、
ま
た
、

循
環
バ
ス
が
無
く
な
っ
た
の

で
、
ス
ー
パ
ー
へ
の
定
期
便

な
ど
を
、
は
と
タ
ク
で
行
け

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

答　

他
自
治
体
の
病
院
へ
は

財
政
面
で
難
し
い
。
ス
ー

パ
ー
へ
は
、
通
常
の
は
と
タ

ク
を
個
別
に
ご
利
用
願
い
た

い
。

問　

ス
マ
ホ
教
室
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
の
実
施
は
。

答　

ふ
れ
セ
ン
で
第
２
・
３
・

４
月
曜
日
に
、
ス
マ
ホ
入
門

講
座
や
相
談
会
を
実
施
中
。

問　

現
在
の
Ｈ
Ｐ
は
目
的
の

情
報
へ
た
ど
り
着
き
に
く
い

の
で
、
見
直
し
て
ほ
し
い
。

答　

現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
準
備
中
。

問　

テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
の
駐

車
場
は
５
台
ま
で
と
少
な
い
。

増
や
せ
な
い
か
、
ま
た
コ
ー

ト
補
修
を
し
て
ほ
し
い
。

答　

現
駐
車
場
西
側
の
町
有

地
利
用
を
進
め
る
。
補
修
時

期
で
も
あ
り
、
検
討
す
る
。

18
歳
ま
で
医
療
費
助
成
拡
充

問　

議
会
が
要
望
し
て
き
た

件
だ
が
、
こ
れ
ま
で
執
行
部

は
否
定
的
だ
っ
た
。
な
ぜ
年

度
途
中
で
実
施
す
る
の
か
。

答　

検
討
を
続
け
て
い
た
が
、

10
月
に
県
が
全
域
で
現
物
支

給
を
開
始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
拡
充
し
、
開
始
し
た
い
。

問　

窓
口
払
い
が
な
い
と
、

気
軽
に
行
け
る
の
で
、
過
剰

受
診
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答　

議
員
の
指
摘
の
よ
う
に

税
金
で
助
成
す
る
の
で
、
正

し
く
受
診
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
保
護
者
へ
の
周
知
も

考
え
て
い
き
た
い
。

職
員
の
議
会
へ
の
要
望　

問　

退
職
し
た
管
理
職
の
職

員
が
、
職
場
環
境
改
善
と
真

相
究
明
を
議
会
に
要
望
し
た
。

　

町
長
・
副
町
長
の
下
で
働

く
こ
と
に
嫌
気
が
さ
し
た
、

と
い
う
理
由
に
つ
い
て
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

答　

副
町
長
と
し
て
議
会
に

心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ

と
を
お
詫
び
す
る
。
改
善
す

べ
き
点
は
改
善
す
る
が
、
正

直
、
当
惑
し
て
い
る
。

問　

町
長
に
聞
く
が
、
元
職

員
の
言
っ
て
い
る
、
い
じ
め

や
嫌
が
ら
せ
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
事
実
は
な

い
。
令
和
２
年
度
の
給
付
金

業
務
の
際
、
当
該
職
員
に
対

し
命
令
を
し
た
際
、
口
調
が

き
つ
く
な
っ
た
の
は
事
実
だ

が
、
業
務
は
成
功
し
、
多
く

の
職
員
に
感
謝
を
伝
え
、
自

分
の
中
で
は
解
決
し
て
い
る
。

問　

役
場
の
雰
囲
気
が
暗
い
、

職
員
に
活
気
が
な
い
と
い
う

話
を
町
民
か
ら
も
聞
く
。
幸

福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
町

で
働
く
役
場
職
員
が
、
働
き

甲
斐
を
も
っ
て
働
け
る
よ
う

な
職
場
環
境
改
善
を
。

答　

こ
の
件
に
限
ら
ず
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
だ
。

　

ま
た
、
要
望
の
あ
っ
た
職

員
に
対
す
る
臨
時
ア
ン
ケ
ー

ト
等
の
調
査
結
果
を
議
会
に

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

議会に結果の報告を
調査し、報告する

職員アンケート

健康体操・社会参加・交通は

健康体操DVD、はとタク増、HP改良

高齢者福祉

テニスガーデンの駐車場

風通しのよい町役場へ！

答

答答答

答 答 答 答

問問問問

問問問

問問

問

問問 答答

答

答
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

安
心
し
て
運
転
免

許
返
納
が
で
き
る

町
に
し
ま
し
ょ
う

な
に
を
質
問
し
て
も
、
建
前

上
の
答
弁
だ
け
だ
。
事
実
を

語
れ
な
い
環
境
な
の
か
！

３
月
に
区
域
指
定
が
完
了
し
た

仮
宿
（
か
り
や
ど
）
地
域

建
ぺ
い
率
と
容
積
率
を
変
更

様
々
な
移
動
支
援
が
あ
る
（
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
）

（
国
土
交
通
省
資
料
よ
り
）

日
坂
　
和
久 
議
員

福祉型モビリティの研究・活用を
デマンドの補完として検討する

生活交通の確保

災
害
時
応
援
受
け
入
れ
体
制

問　

鳩
山
町
で
災
害
が
発
生

し
た
時
に
は
、
町
職
員
だ
け

で
対
応
が
で
き
な
い
た
め
、

他
自
治
体
や
民
間
団
体
の
応

援
が
必
要
に
な
る
。
応
援
に

対
す
る
受
け
入
れ
体
制
整
備

は
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

受
け
入
れ
体
制
整
備
は

で
き
て
い
な
い
。

問　

受
援
計
画
策
定
の
取
り

組
み
は
い
か
が
か
。

答　

早
急
に
策
定
す
る
。

生
活
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交
通

体
制
の
確
立

問　
（
町
外
・
土
日
運
行
を

含
む
）
新
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
行
状
況
は
い
か
が

か
。

答　

町
外
・
土
日
運
行
は
、

議
員
の
意
見
で
今
年
４
月
１

日
か
ら
開
始
し
た
。
利
用
者

は
増
加
傾
向
で
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
い
。

問　

こ
の
町
外
運
行
の
手
法

で
、
に
っ
さ
い
・
北
坂
戸
以

外
へ
の
町
外
運
行
は
可
能
か
。

答　

他
地
域
の
交
通
事
業
者

と
の
競
合
・
利
害
関
係
の
調

整
等
が
問
題
だ
。
国
の
制
度

見
直
し
等
を
注
視
し
て
、
今

後
も
調
査
・
研
究
を
続
け
て

い
く
。

森
　
利
夫 

議
員

新課長の選任方法は
副町長が案を作成し町長が決定

課長人事

問　

過
去
５
年
間
の
退
職
者

の
人
数
と
退
職
理
由
は
。

答　

令
和
３
年
度
末
ま
で
の

５
年
間
で
合
計
27
人
で
あ
り
、

定
年
退
職
14
人
、
自
己
都
合

退
職
13
人
で
あ
る
。

問　

今
年
度
に
入
っ
て
２
人

退
職
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
、

自
己
都
合
退
職
２
人
、
非
常

に
残
念
だ
が
死
亡
退
職
１
人

で
あ
る
。

問　

庁
舎
内
に
笑
顔
が
少
な

い
。
覇
気
が
な
く
重
苦
し
い

と
感
じ
る
が
原
因
は
な
に
か
。

答　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
、
不
正
事
件
の
影
響
で

暗
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
と
思
う
。

問　

昇
級
試
験
と
、
新
課
長

の
選
任
方
法
は
。

答　

現
在
は
、
主
任
昇
任
試

験
の
み
実
施
し
、
主
任
以
上

の
職
制
試
験
は
実
施
し
て
い

な
い
。
新
課
長
を
選
任
す
る

場
合
は
、
副
町
長
が
課
長
補

佐
の
中
か
ら
、
数
案
を
作
成

し
町
長
が
決
定
し
て
い
る
。

問　

町
長
と
副
町
長
だ
け
で

新
課
長
を
決
め
て
し
ま
っ
た

ら
、
人
材
が
偏
ら
な
い
か
。

答　

課
長
職
と
し
て
求
め
ら

れ
る
資
質
を
、
総
合
的
に
判

問　

自
動
車
移
動
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
本
町
に
は
、
路

線
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
等
の
公

共
交
通
だ
け
で
は
、
移
動
に

不
自
由
な
方
が
少
な
く
な
い
。

公
共
交
通
と
福
祉
関
連
の
モ

ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
組
み

合
わ
せ
、
生
活
に
応
じ
た
交

通
体
制
の
確
立
を
提
案
す
る
。

答　

福
祉
有
償
運
送
・
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
・
地
域
助

け
合
い
型
移
動
サ
ー
ビ
ス
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
送
迎
等
の
活
用
を
考
え
る
。

問　

生
活
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

移
動
支
援
の
窓
口
一
元
化
と

し
て
、
総
合
交
通
係
の
設
置

を
提
案
す
る
。

答　

今
後
、
検
討
す
る
。

断
し
て
い
る
の
で
偏
ら
な
い
。

問　

本
年
５
月
に
退
職
し
た

会
計
管
理
者
は
、
全
協
後
の

挨
拶
で
、
町
長
・
副
町
長
に

対
し
て
強
い
不
満
を
表
明
し

た
。
ど
う
受
け
止
め
対
処
す

る
の
か
。

答　

事
実
関
係
を
調
査
し
て

改
善
す
べ
き
点
は
改
善
す
る
。

問　

区
域
指
定
を
完
了
し
た

ば
か
り
の
、
仮
宿
地
域
の
建

ぺ
い
率
と
容
積
率
を
、
政
策

会
議
で
変
更
し
た
理
由
は
。

答　

よ
り
有
利
な
土
地
利
用

条
件
を
整
備
し
、
企
業
誘
致

の
実
現
を
は
か
る
た
め
。

問　

有
利
な
の
は
分
か
る
が
、

な
ぜ
直
ぐ
に
変
更
す
る
の
か
。

答　

企
業
誘
致
と
い
う
基
本

的
な
目
標
は
変
え
て
い
な
い
。

答

問

問問問

問問 問問

問

問

問 問問

問

答 答

答 答

答答答

答答

答

答答

答
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

自
分
の
将
来
に
希
望

が
持
て
ず
苦
し
む
こ

と
が
な
い
よ
う
に

将
来
に
わ
た
る
良
好
な
住

環
境
の
整
備
の
た
め
に
！

中
山
　
明
美 

議
員

石
井
　
徹 

議
員

鳩
山
Ｎ
Ｔ
の
建
築
協
定
の
現

状
と
今
後
の
進
め
方

問　

第
１
期
の
入
居
か
ら
約

50
年
が
経
過
し
、
居
住
者
の

高
齢
化
や
時
代
の
変
化
等
で
、

様
々
な
問
題
が
起
き
て
お
り
、

近
い
将
来
に
継
続
が
厳
し
く

な
る
と
推
測
で
き
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

答　
「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
」

が
生
じ
て
来
て
い
る
と
考
え

る
。

問　

主
な
課
題
と
し
て
①
31

の
次
別
協
定
委
員
会
が
あ
り
、

一
元
で
管
理
で
き
な
い
。
②

運
営
や
基
準
の
改
定
等
に
全

世
帯
の
同
意
が
必
要
。
③
空

き
家
や
自
主
的
な
脱
会
を
訴

え
て
い
る
土
地
所
有
者
の
増

加
。
④
次
別
委
員
会
の
役
員

の
な
り
手
不
足
。
等
が
あ
り
、

今
後
の
進
め
方
と
し
て
「
再

生
」、「
廃
止
」、「
地
区
計
画

へ
の
移
行
等
」
が
考
え
ら
れ

る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

ど
の
方
法
を
選
択
す
る

に
し
て
も
、
既
存
の
建
築
協

定
の
良
い
点
や
、
課
題
、
制

度
移
行
に
伴
う
地
域
住
民
の

全
体
の
意
向
を
整
理
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上

で
必
要
な
助
言
や
支
援
等
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

大
豆
ミ
ー
ト
の
取
り
組
み
を

問　

町
の
新
た
な
特
産
品
と

し
て
、
最
近
で
は
環
境
改
善

や
健
康
に
も
大
き
な
貢
献
が

で
き
る
食
品
と
し
て
「
大
豆

ミ
ー
ト
」
の
商
品
開
発
他
を

提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

有
望
な
食
材
と
考
え
て

お
り
、
大
豆
特
産
品
の
一
つ

と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
。

問　

今
後
の
市
場
性
や
生
産

量
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

市
場
性
は
有
望
と
考
え
、

生
産
量
も
対
応
で
き
る
。

問　

商
品
開
発
に
、
近
隣
大

学
へ
協
力
依
頼
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答　

過
去
に
も
実
績
が
あ
り
、

更
に
進
化
し
た
取
り
組
み
を

考
え
た
い
。

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

ど
ん
な
状
況
の
こ
と
を
い
う

の
か
。

答　

本
来
、
大
人
が
担
う
と

想
定
さ
れ
る
よ
う
な
家
事
や

家
族
の
世
話
な
ど
を
、
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の

こ
と
。

問　

鳩
山
町
は
何
人
い
る
と

把
握
し
て
い
る
か
。

答　

令
和
３
年
９
月
現
在
で
、

11
世
帯
14
人
。

問　

相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。

答　

鳩
山
町
総
合
相
談
支
援

窓
口
。
学
校
等
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
支
援
担
当
と

も
協
力
し
な
が
ら
相
談
を
受

付
け
て
い
る
状
況
。

問　

学
校
の
取
り
組
み
は
。

答　

早
期
に
発
見
し
て
、
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

支
援
し
、
適
切
な
機
関
へ
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
誰
に
相
談
し
て
い
い

か
分
か
ら
な
い
等
、
孤
立
化

し
な
い
よ
う
支
援
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問　

横
断
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
は
。

答　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状

態
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
家

庭
内
の
状
況
も
勘
案
し
な
が

ら
、
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
。

　

一
体
的
な
支
援
を
行
う
た

め
に
、
ま
ず
は
支
援
者
側
の

共
通
認
識
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
教
育
、
保
健
、
福
祉
が

出
席
し
た
教
育
委
員
会
主
催

の
就
学
支
援
委
員
会
は
も
と

よ
り
、
庁
内
の
重
層
的
支
援

会
議
で
も
、
共
通
認
識
を

図
っ
て
い
る
。

　

学
校
と
福
祉
が
具
体
的
な

情
報
交
換
を
行
い
、
両
サ
イ

ド
か
ら
支
援
を
行
う
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
方
の
気
づ
き
に
よ
り
、

今
ま
で
気
づ
け
な
か
っ
た
児

童
・
生
徒
へ
の
支
援
へ
つ
な

げ
て
い
く
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。

横断的に取り組むことが必要では
まずは、共通認識を図ること

ヤングケアラー

制度運営に様々な課題が

ＮＴ住民全体の意向整理から

ＮＴ建築協定

（株）良品計画、MUJIの大豆ミート

みんなでヤングケアラーを支える社会を目指して　（厚生労働省）

問

問 答

答 答答

答 問

問問

問問問問問 答答答答 答
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

保
健
セ
ン
タ
ー
の
ス
リ
ッ
パ

消
毒
し
て
ま
す
か
？

す
べ
て
の
世
代
が

住
み
よ
い
町
に

鎌
倉
街
道
上
道
（
か
み
つ
み
ち
）

町
営
路
線
バ
ス
北
部
線
、
越
生
駅

ま
で
乗
り
入
れ

小
川
　
唯
一 
議
員

スリッパ段ボール箱に入れっぱなし
消毒をして靴箱に並べている

これって変では

問　

町
中
で
多
く
見
か
け
る

の
ぼ
り
旗
の
管
理
は
。

答　

産
業
環
境
課
が
所
管
し

「
交
通
安
全
」
及
び
「
防
犯
」

の
啓
発
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問　

取
り
付
け
た
ま
ま
で
は
、

効
果
が
薄
く
な
る
と
思
う
が
。

答　

視
覚
的
に
啓
発
を
行
う

こ
と
の
で
き
る
ツ
ー
ル
な
の

で
継
続
し
て
い
く
。

問　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
取
り

付
け
て
あ
る
が
問
題
な
い
か
。

答　

道
路
管
理
者
と
の
協
議

に
よ
り
、
設
置
は
可
能
。

問　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
役
目

に
、
の
ぼ
り
旗
を
取
り
付
け

る
役
目
は
な
い
が
。

答　

設
置
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
、
規
制
も
確
認
で
き

て
な
い
。

問　

毎
年
、
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
鎌
倉
街
道
上
道
除
草

作
業
と
は
、
ど
こ
の
あ
た
り

か
。

答　

㈱
良
品
計
画
鳩
山
セ
ン

タ
ー
西
側
、
町
道
６
９
９
号

線
で
文
化
財
、
及
び
景
観
の

保
全
を
目
的
に
除
草
作
業
を

し
て
い
る
。

問　

鎌
倉
街
道
上
道
の
保
全

で
あ
る
な
ら
、
も
っ
と
予
算

を
取
っ
て
除
草
作
業
を
行
う

の
が
、
町
の
仕
事
と
し
て
自

小
鷹
　
房
義 

議
員

若い世代を増やす政策は
子育て支援を中心に

若者の転居指向

問　

鳩
山
町
に
お
け
る
若
者

の
転
居
指
向
は
。

答　

生
産
年
齢
人
口
の
割
合

は
、
総
人
口
１
万
３
千
４
５

６
人
の
う
ち
48
％
で
、
埼
玉

県
下
で
最
も
低
い
数
字
で
あ

る
。
働
く
現
役
世
代
が
少
な

く
、
若
い
世
代
を
増
や
す
施

策
が
最
重
要
で
あ
る
。

問　

鳩
山
町
の
若
い
世
代
へ

の
政
策
は
。

答　

子
育
て
支
援
を
中
心
施

策
と
し
て
、
20
代
・
30
代
の

方
の
町
へ
の
定
住
や
移
住
な

ど
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
共
働
き
世
代

な
ど
の
た
め
に
保
育
園
を
整

備
・
充
実
さ
せ
て
、
待
機
児

童
ゼ
ロ
を
平
成
６
年
か
ら
継

続
し
て
い
る
。

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
現
状

は
ど
う
か
。

答　

民
間
事
業
者
に
よ
る
バ

ス
路
線
が
３
路
線
の
み
走
っ

て
い
る
ほ
か
、
公
共
交
通
対

策
と
し
て
デ
マ
ン
ド
、
町
営

路
線
バ
ス
北
部
線
の
延
伸
、

デ
マ
ン
ド
の
土
日
運
行
、
坂

戸
に
っ
さ
い
地
区
や
北
坂
戸

へ
の
町
外
運
行
も
開
始
し
た
。

問　

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
導

入
に
必
要
な
コ
ス
ト
は
。

答　

昨
年
12
月
１
日
か
ら
運

然
で
は
な
い
か
。

答　

町
の
資
源
と
捉
え
、
町

内
外
か
ら
の
来
訪
者
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

問　

景
観
樹
木
と
は
町
民
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る

樹
木
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、

町
民
は
そ
の
場
所
を
知
っ
て

い
る
と
思
う
か
。

答　

個
人
の
宅
地
内
に
あ
る

も
の
も
あ
る
の
で
、
積
極
的

な
広
報
は
し
て
い
な
い
。

問　

現
在
、
何
本
指
定
さ
れ

て
い
る
か
。

答　

14
本
指
定
し
て
い
る
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
ス
リ

ッ
パ
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
入

れ
っ
ぱ
な
し
で
は
な
い
か
。

答　

使
用
済
み
の
ス
リ
ッ
パ

は
消
毒
を
し
て
、
靴
箱
に
並

べ
て
あ
る
。

用
を
開
始
し
、
導
入
に
必
要

な
コ
ス
ト
は
、
導
入
サ
ー
ビ

ス
料
（
初
期
導
入
経
費
）
77

万
円
。

　

ク
ラ
ウ
ド
利
用
料
が
12
カ

月
で
66
万
円
、
電
子
書
籍
料

金
が
74
万
８
千
円
の
合
計
１

４
０
万
８
千
円
が
必
要
と
な

る
。

問　

食
農
教
育
に
つ
い
て
、

学
校
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

食
の
大
切
さ
と
自
分
で

作
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
本
町
の
子
ど

も
た
ち
に
は
地
場
産
農
産
物

を
取
り
入
れ
た
給
食
や
、
子

ど
も
た
ち
自
身
が
野
菜
を
育

て
収
穫
を
す
る
こ
と
、
社
会

科
の
授
業
で
農
業
に
つ
い
て

学
習
す
る
な
ど
、
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問 答

答答答

問問

問

問問

問問

問問 問

問問問

答答

答

答答

答

答

答答答
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

原
本
な
い
な
ら
、
改

ざ
ん
と
言
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い

あ
わ
て
て
接
種
し
な
く

て
も
大
丈
夫
。

よ
～
く
考
え
て
か
ら
ね
。

松
浪
健
一
郎 

議
員

野
田
小
百
合 

議
員

問　

全
国
有
志
医
師
の
会
か

ら
の
「
要
望
書
」
の
概
要
は
。

※
全
国
有
志
医
師
の
会
は
、

医
師
、
歯
科
医
、
獣
医
、
医

療
従
事
者
８
０
５
人
で
構
成
。

全
自
治
体
に
対
し
て
要
望
書

を
送
付
。

答　

小
児
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
即
時
中
止
。
接
種
後

の
死
亡
例
や
重
篤
な
副
反
応

事
例
を
保
護
者
に
周
知
徹
底

す
る
こ
と
。
接
種
現
場
で
は

医
師
に
よ
り
、
重
篤
な
副
反

応
に
つ
い
て
も
、
対
象
者
や

保
護
者
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
よ
く
説
明
し
理
解
を
得
る

こ
と
。
接
種
券
送
付
は
、
接

種
希
望
者
の
み
に
、
の
４
点
。

問　

健
康
な
子
ど
も
は
、
り

患
し
て
も
重
症
化
せ
ず
に
治

癒
し
、
免
疫
を
得
て
育
っ
て

い
く
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必

要
か
疑
問
。
デ
メ
リ
ッ
ト
も

含
め
て
情
報
提
供
を
。

答　

厚
生
労
働
省
及
び
小
児

科
学
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

情
報
は
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
分

か
り
や
す
い
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
周
知
。

学
校
給
食

問　

食
器
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
調
理
員
、
学
校
現
場
で

の
現
状
は
。

答　

強
化
磁
器
の
ご
は
ん
茶

碗
、
ペ
ン
食
器
（
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー
ト
）
の
平

皿
、
汁
椀
、
麺
類
汁
椀
を
採

用
。
強
化
磁
器
と
ペ
ン
食
器

で
重
さ
が
異
な
り
、
作
業
性

の
違
い
が
あ
る
。
強
化
磁
器

は
割
れ
る
が
、
物
を
大
切
に

扱
う
心
を
養
え
る
。

問　

食
器
の
更
新
は
。

答　

強
化
磁
器
は
割
れ
る
ま

で
使
え
、
破
損
す
れ
ば
買
い

足
す
。
ペ
ン
食
器
は
８
年
程

度
が
更
新
の
目
安
。
更
新
が

必
要
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
等
も
参
考
に
し
、

材
質
を
検
討
す
る
。

問　

強
化
磁
器
の
み
を
使
用

し
て
い
る
自
治
体
は
。

答　

毛
呂
山
町
、
三
芳
町
、

寄
居
町
。

問　

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
セ
ン
タ
ー
協
働
事
業 

１
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答　

課
税
作
業
を
人
工
衛
星

の
写
真
デ
ー
タ
等
と
人
工
知

能
を
活
用
し
て
、
課
税
客
体

の
把
握
を
行
う
も
の
。

問　

無
駄
に
感
じ
る
。
補
助

金
等
は
つ
い
て
い
る
か
。

答　

全
額
町
負
担
。

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
予
算
５
３
０
万
円
。
決

算
書
に
あ
る
賃
借
料
３
２
０

万
円
と
は
。

答　

事
務
室
と
駐
車
場
等
の

利
用
料
金
。

問　

会
費
41
万
円
の
使
い
道

は
。
半
分
は
公
益
目
的
に
使

用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
規

定
の
は
ず
だ
が
。

答　

わ
か
ら
な
い
。

問　

職
員
の
就
業
規
則
の
１

ペ
ー
ジ
目
と
、
２
ペ
ー
ジ
目

の
字
体
が
違
う
。
２
ペ
ー
ジ

目
以
降
、
改
ざ
ん
し
た
の
で

は
な
い
か
。
法
律
に
照
ら
し

て
理
解
で
き
な
い
規
則
が

あ
っ
た
り
、
本
来
な
ら
必
要

な
規
則
が
存
在
し
な
い
。
原

本
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答　

改
定
の
時
に
打
ち
直
し

た
。
原
本
は
存
在
し
な
い
。

問　

常
識
と
し
て
、
パ
ソ
コ

ン
に
保
存
し
て
あ
る
は
ず
だ

が
。

答　

パ
ソ
コ
ン
に
も
な
い
。

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
余
剰
金
は
。

答　

約
３
３
０
０
万
円
あ
る
。

問　

多
額
の
お
金
が
余
っ
て

い
る
印
象
を
受
け
る
。
物
価

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
今
、

会
員
の
時
給
や
日
当
等
の
値

上
げ
に
使
う
べ
き
だ
と
思
う

が
。

答　

町
か
ら
話
し
を
す
る
。

問　

毎
年
、
町
の
税
金
が
支

払
わ
れ
て
い
る
。
独
立
し
た

事
業
所
な
の
は
分
か
る
が
、

就
業
規
則
、
余
剰
金
、
給
料

の
値
上
げ
等
、
町
が
監
視
し

て
指
導
、
助
言
等
し
て
欲
し

い
が
。

答　

町
か
ら
助
言
は
で
き
て

も
、
実
際
に
決
め
る
の
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
。

職員の就業規則の原本は
パソコンにも存在しない

シルバー人材センター

ワクチン接種が必要か疑問

リスク等も情報提供している

小児コロナワクチン

あ
る
日
の
給
食
、
強
化
磁
器

の
ご
は
ん
茶
碗
と
ペ
ン
食
器

字体が異なる就業規則

答

答

答答答答

答答答答

問問 答

答答答

問

問問

問問問 問問 問

問問問
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

資
源
を
活
か
し

町
に
賑
わ
い
を
！

憲
法
ど
お
り
に

す
れ
ば
い
い

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
待
た
れ
る

ト
ロ
ッ
コ
列
車

石
井
　
計
次 
議
員

農村公園ジャブジャブ池等の整備を
池としての活用は難しい

公園整備

問　

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
に
つ

い
て
は
再
三
、
議
会
で
取
り

上
げ
て
い
る
。
費
用
面
か
ら

池
へ
の
揚
水
ポ
ン
プ
、
ろ
過

機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
さ
れ

て
い
な
い
現
在
は
、
水
の
無

い
カ
ラ
池
状
態
。

　

公
園
の
価
値
観
、
位
置
づ

け
を
伺
う
。

答　

農
村
公
園
は
、
町
民
が

豊
か
な
自
然
に
親
し
む
場
で

あ
り
、
地
域
活
性
化
を
図
る

価
値
あ
る
施
設
と
認
識
し
て

い
る
。

問　

芝
生
広
場
を
提
案
す
る
。

担
当
課
と
し
て
検
討
し
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

答　

議
員
の
提
案
に
よ
る
芝

生
広
場
に
整
備
す
る
の
が
良

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
活
用
策
を
進

め
る
。

ト
ロ
ッ
コ
公
園
の
列
車
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

問　

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
錆
が

ひ
ど
い
。
今
ま
で
塗
装
修
繕

を
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答　

設
置
さ
れ
て
か
ら
現
在

ま
で
、
塗
装
は
行
っ
て
い
な

い
。

問　

町
制
施
行
40
周
年
記
念

事
業
と
し
て
の
交
付
金
対
象

に
該
当
し
な
い
か
伺
う
。

根
岸
富
一
郎 

議
員

使い道を変えて無料に
財政状況等を考えながら努力したい

学校給食

み
な
し
道
路
（
建
築
基
準
法

第
42
条
２
項
道
路
）
の
負
担

問　

み
な
し
道
路
で
拡
幅
計

画
の
あ
る
場
所
は
、
何
箇
所

あ
る
か
。

答　

な
い
。

問　

み
な
し
道
路
は
１
６
５

本
も
あ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
で
、
後
退
等

の
土
地
を
買
い
取
り
で
き
な

い
か
。

答　

み
な
し
道
路
を
活
用
し

て
家
が
建
て
ら
れ
る
の
で
、

現
時
点
で
は
所
有
者
が
負
担

す
る
。

学
校
給
食
費
値
上
げ
反
対

問　

憲
法
で
義
務
教
育
は
無

償
と
言
わ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
父
母
負
担
が
あ

る
。
滑
川
町
の
よ
う
に
無
償

化
で
き
な
い
か
。

答　

学
校
給
食
法
に
経
費
負

担
が
あ
り
、
国
庫
補
助
も
な

い
の
で
、
町
財
政
に
厳
し
い
。

問　

一
般
会
計
の
使
い
道
を

変
え
て
、
無
料
に
で
き
な
い

か
。

答　

国
の
交
付
金
や
町
の
財

政
状
況
を
考
え
な
が
ら
、
努

力
し
た
い
。

動
物
愛
護

問　

動
物
愛
護
に
関
し
て
、

町
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

事
業
交
付
金
と
し
て

30
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

公
園
の
面
積
と
位
置
づ

け
を
伺
う
。

答　

列
車
が
設
置
さ
れ
て
い

る
２
駅
、
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
天
の
川
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
町
有
地
３
１
９
㎡
。
緑
地

と
の
合
計
面
積
５
８
５
５
㎡

と
な
っ
て
い
る
。
公
園
と
し

て
の
位
置
づ
け
は
な
い
。

問　

こ
の
機
会
に
、
現
状
に

合
わ
せ
た
管
理
区
分
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答　

エ
リ
ア
全
体
の
再
確
認

と
所
管
区
分
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

答　

保
健
所
や
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
へ
の
情
報
共
有
、
指

導
等
に
立
ち
会
い
、
指
導
内

容
の
把
握
、
対
応
の
報
告
な

ど
行
っ
て
い
る
。

問　

坂
戸
で
は
推
進
委
員
会

な
ど
の
活
動
が
あ
る
。
法
や

県
条
例
は
ど
う
か
。

答　
「
坂
戸
い
き
も
の
が
か

り
」
は
、
必
要
と
考
え
る
。

法
や
県
条
例
が
変
わ
っ
た
。

当
面
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射

等
の
場
を
通
じ
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問　

特
定
の
人
が
偏
ら
な
い

こ
と
な
ど
重
要
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

答　

町
は
、
長
寿
福
祉
課
を

は
じ
め
と
し
た
鳩
山
町
、
町

社
協
で
県
の
支
援
推
進
協
議

会
の
委
員
と
な
り
、
支
援
を

強
化
す
る
。

学校給食値上げ反対

問

問問

問問問問

問問

問 問

問問

答

答答答

答答答

答

答 答

答

答

答
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令
和
４
年
４
月
27
日
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公

共
下
水
道
組
合
に
よ
る
公
共

下
水
道
の
計
画
面
積
１
９
７
・

４
ha
す
べ
て
が
整
備
済
み
で
、

今
後
は
中
継
ポ
ン
プ
場
２
箇

所
の
改
築
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

財
政
状
況
は
、
汚
水
処
理

に
係
る
経
費
を
使
用
料
収
入

で
回
収
で
き
な
い
。
ま
た
、

使
用
料
収
入
の
全
て
が
企
業

債
元
金
償
還
に
使
用
さ
れ
て

い
る
状
況
。
将
来
的
に
も
下

水
道
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、

　

令
和
４
年
４
月
28
日
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
24
時

間
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

電
子
書
籍
を
借
り
て
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
読
む
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

鳩
山
町
は
、
県
内
で
実
施

し
て
い
る
25
市
町
の
う
ち
、

町
で
は
４
番
目
で
、
比
企
郡

初
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
な
ら
で

は
の
機
能
と
し
て
、
文
字
の

大
き
さ
、
縦
書
き
横
書
き
の

変
更
、
背
景
や
文
字
色
の
変

更
、
自
動
ペ
ー
ジ
送
り
、
し

お
り
、
メ
モ
機
能
、
音
声
読

み
上
げ
機
能
が
あ
り
、
視
力

が
低
下
し
た
方
や
目
の
不
自

調
査
事
項

調
査
事
項

財
政
状
況
が
厳
し
い
!?

下
水
道
事
業
を
調
査

読
書
が
よ
り
身
近
な
も
の
に

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
利
用
も

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

町
の
下
水
道
事
業
の
現
状
と

町
の
下
水
道
事
業
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

泉
井
地
区
た
め
池
整
備
工
事
の

泉
井
地
区
た
め
池
整
備
工
事
の

概
要
説
明
並
び
に
現
地
視
察

概
要
説
明
並
び
に
現
地
視
察

町
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
概
要

町
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
概
要

と
利
用
状
況
等
に
つ
い
て

と
利
用
状
況
等
に
つ
い
て

学
校
図
書
館
の
機
能
と
役

学
校
図
書
館
の
機
能
と
役

割
等
に
つ
い
て
の
説
明
及
び

割
等
に
つ
い
て
の
説
明
及
び

現
地
視
察

現
地
視
察

鳩
山
幼
稚
園
の
読
み
聞
か

鳩
山
幼
稚
園
の
読
み
聞
か

せ
と
デ
ジ
タ
ル
図
書
の
活
用

せ
と
デ
ジ
タ
ル
図
書
の
活
用

に
つ
い
て
現
地
視
察

に
つ
い
て
現
地
視
察

原
価
割
れ
の
状
況
が
継
続
す

る
見
通
し
で
、
財
政
健
全
化

の
対
策
と
し
て
費
用
削
減
、

官
民
連
携
、
使
用
料
改
定
が

必
要
と
の
こ
と
で
す
。

　

農
業
集
落
排
水
及
び
浄
化

槽
設
置
管
理
の
両
事
業
で
は
、

使
用
料
収
入
で
は
賄
え
ず
、

一
般
会
計
か
ら
賄
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
特
に
浄

化
槽
設
置
管
理
事
業
に
関
し

て
、
使
用
料
を
は
じ
め
、
建

て
替
え
時
の
対
応
、
床
面
積

で
人
槽
を
決
め
る
こ
と
な
ど
、

多
数
の
質
疑
や
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

た
め
池
整
備
は
、
恒
常
的

な
稲
作
用
水
不
足
の
一
部
解

由
な
方
も
利
用
が
可
能
と
の

こ
と
で
す
。
貸
出
点
数
は
１

人
３
点
ま
で
で
、
貸
出
期
間

は
15
日
間
で
す
。

　

貸
出
冊
数
は
令
和
３
年
12

月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で

で
、
合
計
１
５
１
７
冊
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
を
活
用

し
た
読
み
聞
か
せ
の
開
催
や
、

利
用
者
普
及
の
た
め
に
、
随

時
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

亀
井
小
学
校
で
は
、
図
書

室
の
利
用
方
法
、
読
み
聞
か

せ
活
動
、
読
書
マ
ラ
ソ
ン
、

読
書
月
間
の
取
り
組
み
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
の
貸
出
冊
数
は
１
人
１

回
に
つ
き
２
冊
ま
で
で
き
る

こ
と
。
読
み
聞
か
せ
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
本
に
親
し
み

　

園
児
の
豊
か
な
感
性
や
表

現
力
を
養
う
た
め
に
、
読
書

教
育
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
栽
培
活
動
な
ど

で
、
自
然
に
興
味
を
持
ち
、

図
鑑
な
ど
を
持
っ
て
園
庭
の

中
を
調
べ
た
り
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

総
合
的
に
子
ど
も
た
ち
が

豊
か
な
心
を
身
に
つ
け
、
小

学
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

昨
年
度
に
改
修
し
た
新
沼
を
視
察

消
を
図
り
、
継
続
的
な
環
境

整
備
と
優
良
な
農
地
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
要
望
に
よ
り
、
８

箇
所
の
た
め
池
を
含
め
た
農

業
用
施
設
の
改
修
整
備
を
、

令
和
２
年
度
か
ら
本
年
度
に

実
施
す
る
事
業
。
経
費
は
埼

玉
西
部
環
境
保
全
組
合
か
ら

交
付
さ
れ
る
周
辺
対
策
事
業

交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
５
つ
の
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
予

算
額
９
９
１
９
万
４
千
円

で
、
組
合
か
ら
の
交
付
金
は

９
６
９
０
万
円
を
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

を
持
た
せ
、
心
を
豊
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
週

月
曜
日
に
朗
読
会
「
窓
」
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

デジタル絵本に見入っている、鳩山幼稚園の子どもたち
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●�

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
お
二
人
に
町
の
特
産
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局 

ク
イ
ズ
係

（
締
切
）
８
月
31
日
㈬

★
前
号
の
答
え

　

①
ロ　

②
ロ

156
号
の
当
選
者
お
二
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

〇
馬
場　

京
子　

様　

�

〇
柳
川
寿
々
枝　

様

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

　

�

埼
玉
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご

み
の
受
入
れ
開
始
は
い
つ
か
ら
？

　
　

イ 

10
月
１
日

　
　

ロ 

12
月
１
日

　
　

ハ 

令
和
５
年
４
月
１
日

問
題
２

　

�

鳩
山
町
の
政
務
活
動
費
の
月
額
は

い
く
ら
？

　
　

イ 

1
０
０
０
０
円

　
　

ロ 

５
０
０
０
円

　
　

ハ 

２
５
０
０
円

問
題
３

　

�

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご意見・ご感想ありがとうございましたご意見・ご感想ありがとうございました

◦�会期の関係もあると思いますが、一般質問の持ち時間
を長くしても良いと思います。
◦�ごみ焼却施設の廃熱を利用した施設等の整備により、
町を発展させていただきたい。
◦�議員の質問に対し、行政側は適当に言い訳をして終わ
りという感じだ。議論がなく、馴れ合いという感じも
する。
◦�耳が悪いので、マスク着用の声が聞き取れない。

～あなたが関心あることは～
◦�健康長寿につながる体育施設の充実
◦�ニュータウン建築協定
◦�災害時受援体制の整備
◦�職員の自主性、やる気、独創性
◦�高齢化の対策
◦�住民要望がいかに受け止められ、検討されているのか

◦�公園や神社等の遊具が汚くて使えない。子ども達が遊
ぶ姿を目にするので、きれいにしてほしい
◦�鳩山町は少子高齢化・人口減少が進んでいる。町の将
来像やあり方について、住民・議会・行政の三者によ
る議論が必要。
◦�議会を傍聴したことがないので、一度傍聴してみたい。

傍聴アンケートより

クイズ　感想より

完
成
を
待
つ
鳩
山
新
ご
み
焼
却
施
設

（
埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
19
日
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
職

員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る

条
例
、
育
児
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
、
正
副
管
理
者
及
び

議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
４
件
で
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
４
件
で
、
全
議
案

と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
と
正
副
管
理
者
の
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

２
件
及
び
、
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

と
組
合
事
務
局
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
２

件
で
す
。

　

後
述
の
２
議
案
は
、（
仮
称
）

鳩
山
新
ご
み
焼
却
施
設
を
改

　

５
月
12
日
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
２
件
で
、
議
員
及

び
正
副
管
理
者
の
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
で
、
２
議
案
と
も

全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

広
域
静
苑
組
合

め
「
埼
玉
西
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
、
本
年
12

月
１
日
か
ら
ご
み
の
受
入
れ

を
始
め
る
た
め
、
一
方
で
高

倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
令

和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

稼
働
停
止
と
す
る
た
め
に
、

必
要
と
な
る
条
例
の
改
正
で

す
。

ごみ焼却施設の正式名称決定！

愛称は今後、検討されます。令和4年12月1日からごみの受入れが始まります。

議会活動に活かしていきます
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第
157
号
編
集
委
員　
（
委
員
長
） 

野
田
小
百
合　
（
委
員
）
根
岸
富
一
郎
・
小
川
唯
一
・
森　

利
夫
・
日
坂
和
久
・
石
井　

徹
・
中
山
明
美

【お詫びと訂正】
　第156号に掲載しましたＰ9固
定資産評価審査委員会委員の記事
に誤りがありました。

（正）谷田部　守　氏
（誤）矢田部　守　氏

　ご本人さま並びに皆さまに、ご
迷惑をお掛けしましたことをお詫
びするとともに、訂正させていた
だきます。

次回定例会は

９月６日から
（予定）

編
集
後
記

　鳩山高校、生徒会本部役員の皆さんにお話を聞
きました。
　福島県の復興を祈り、福島で育てた桜を鳩山町
に植える「ハトミライ☆プロジェクト」という活
動を行っています。
　今年で５年目で生徒会を中心に行っています。
　本日出席してくれた生徒さんは11人で、たくさ
ん話を聞くことができました。

◎植樹を通じて自分が変わったことは
・�町の人たちと関わりを持てた
・�高齢者施設の入所者の方と、いろいろな話がで
きた
・�桜の大切さがわかった
・�忍耐力が必要だと思った

◎町に支援してもらいたいことは
・�学校も一生懸命やっているので、もっとPRし
てほしい

◎部活、生徒会、ハトミライ、大変ではないですか
・�大変だけどやりがいがある
・�大変だけど自分磨きになる
・�大変だと思う、3年間の思い出作り

◎鳩山町の印象は
・�お店が少ない、不便
・�幸福度№１の町
・�坂が多い、バス代が高い
・�高齢者が多い
・�自然が良い、鳥の声がキレイ

◎どんな町であれば住みたくなりますか
・�バスの本数がもっとあればいいな
・�飲食店や本屋など、お店がほしいな
・�子育て支援が充実しているとうれしいな

　高校生の皆さんが、まちづくりに参画してくだ
さるのは、うれしいことですね。

（傍聴アンケート、議会クイズはP15）

■�請願、陳情は８月30日17時までに提出し
てください。

■議会ホームページから音声配信しています。
　�速報版は翌日（休日を除く）から配信されま
す。
■議会だより音訳版をご利用ください。
　必要な方は議会事務局へご連絡ください。

鳩山町議会

　

４
月
の
消
費
者
物
価
は

２
・
５
％
の
上
昇
で
、
水
道

光
熱
費
や
食
料
品
な
ど
の
生

活
必
需
品
は
４
・
８
％
と
さ

ら
に
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
騰
の
原
因
は
、
感

染
力
増
強
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
」
と
国
際
憲
章
を

破
り
武
力
で
他
国
に
侵
略
し

た
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
」
だ
け
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
の
政
治
が
「
こ
れ
で
い

い
の
か
」
と
も
問
わ
れ
ま
し

た
。
消
費
税
を
５
％
に
、
賃

金
が
上
が
る
国
に
、
給
食
費

を
無
償
に
、
選
択
的
夫
婦
別

姓
に
な
ど
、「
平
和
と
暮
ら

し
」
が
問
わ
れ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
「
よ
い
議
会
だ
よ

り
」「
町
民
に
親
し
ま
れ
る

議
会
改
革
」
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。�

（
根
岸
）

ズームアップ
頑張っている人たちを紹介します！頑張っている人たちを紹介します！

鳩山高校 生徒会本部役員の皆さん鳩山高校 生徒会本部役員の皆さん

県議会情報を
タイムリーに放送中

「こんにちは県議会です」
（テレ玉）

8月21日㈰、28日㈰
午前　10時00分

　 　 　 　 　 ～

　　　10時15分


